
平成２９年度　平川市橋梁等定期点検結果

点検実施
年度

橋梁全体の
判定区分

点検所見

引座橋 ﾋｷｻﾞﾊﾞｼ 尾上小和森線 1976 18 7.7 29 Ⅱ 排水管の腐食

杉館橋 ｽｷﾞﾀﾞﾃﾊﾞｼ 大光寺杉館線 1979 30 9.1 29 Ⅰ

六羽川二号橋 ﾛｯﾊﾟｶﾞﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 柏木町原田線 1976 15 6.7 29 Ⅱ 防食機能の劣化（塗装）

滝本橋 ﾀｷﾓﾄﾊﾞｼ 岩館猿賀線 1993 19 9.2 29 Ⅱ 防食機能の劣化（耐候性鋼材）

五日市橋 ｲﾂｶｲﾁﾊﾞｼ 岩館猿賀線 1993 16 9.2 29 Ⅱ 伸縮部からの漏水

北岡部橋 ｷﾀｵｶﾍﾞﾊﾞｼ 岩館猿賀線 1993 31 9.2 29 Ⅱ ひび割れ（ＲＣ）

平野橋 ﾋﾗﾉﾊﾞｼ 小和森尾崎線 2004 20 15.8 29 Ⅱ 伸縮部からの漏水、土工部と橋梁部に段差

朝霧橋 ｱｻｷﾞﾘﾊﾞｼ 碇ヶ関古懸線 1969 57 6.2 29 Ⅰ

河鹿橋 ｶｼﾞｶﾊﾞｼ 山神堂鯨森線 1997 47 6.2 29 Ⅰ

六羽川三号橋 ﾛｯﾊﾟｶﾞﾜｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 柏木町館田線 1994 26 10.8 29 Ⅱ 伸縮部の後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ部にひび割れ、欠損

三笠橋 ﾐｶｻﾊﾞｼ 碇ヶ関鯨森線 1967 45 4.8 29 Ⅱ 部分的に床版下面に遊離石灰を伴うひび割れ

田川橋 ﾀｶﾞﾜﾊﾞｼ 新屋町新屋線 1977 17 6.8 29 Ⅲ 腐食（支承）

本町富岡南柳田1号橋 ﾓﾄﾏﾁﾄﾐｵｶﾐﾅﾐﾔﾅｷﾞﾀﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 本町富岡南柳田1号線 1973 15 4.7 29 Ⅱ 防食機能の劣化（塗装）

本町富岡南柳田2号橋 ﾓﾄﾏﾁﾄﾐｵｶﾐﾅﾐﾔﾅｷﾞﾀﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 本町富岡南柳田2号線 1973 15 4.7 29 Ⅱ 防食機能の劣化（塗装）

柏木町柳田広田橋 ｶｼﾜｷﾞﾏﾁﾔﾅｷﾞﾀﾞﾋﾛﾀﾊﾞｼ 柏木町柳田広田線 1973 15 4.3 29 Ⅱ 防食機能の劣化（塗装）

沖館長田柏木町橋 ｵｷﾀﾞﾃﾅｶﾞﾀｶｼﾜｷﾞﾏﾁｷｮｳ 沖館長田柏木町線 1973 15 4.7 29 Ⅱ 伸縮部からの漏水

浅井川橋 ｱｻｲｶﾞﾜﾊﾞｼ 町居山元新屋線 1976 17 4.3 29 Ⅱ 防護柵基部の断面損傷

川合橋 ｶﾜｲﾊﾞｼ 町居尾崎山元1号線 1976 16 4.3 29 Ⅱ 防食機能の劣化（塗装）

蔵の沢橋 ｸﾗﾉｻﾜﾊﾞｼ 切明坂本温川沢線 1979 15 4.8 29 Ⅲ 防護柵の破断、沓座ﾓﾙﾀﾙのﾌﾞﾛｯｸ化破損

切明蛍沢誉田邸橋 ｷﾘｱｹﾎﾀﾙｻﾜﾎﾏﾚﾀﾃｲﾊﾞｼ 切明螢沢誉田邸線 1976 15 4.3 29 Ⅱ 防護柵基部の断面欠損

切明誉田邸橋 ｷﾘｱｹﾎﾏﾚﾀﾃｲﾊﾞｼ 切明誉田邸7号線 1967 17 2.8 29 Ⅲ はく離・鉄筋露出（凍害）

松原橋 ﾏﾂﾊﾞﾗﾊﾞｼ 碇ヶ関雷林鯨森線 1978 55 5.0 29 Ⅱ はく離・鉄筋露出（凍害）

田中橋 ﾀﾅｶﾊﾞｼ 碇ヶ関古懸門前沢田線 1969 15 4.8 29 Ⅰ

各判定区分に対応した状態

区　　　分

Ⅰ　健全

Ⅱ　予防保全段階

Ⅲ　早期措置段階

Ⅳ　緊急措置段階

構造物の機能に支障が生じていない状態。

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。
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